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Shibukawa City
農業者と農業委員会をつなぐ広報紙

　高校卒業後、東京で就職するが地元愛と幼い頃から
の夢である農業経営で地域の活性化に貢献したいとの
思いで退職し、赤城町に戻りました。
　農林大学校やＪＡ赤城橘就農講座で就農に関わる全
般の研修を受けて、沼田市利根町の農家で野菜の栽培
技術や収穫作業・畑の管理等を学びました。農業への
取り組みはもとより、１０代・２０代の若い人達に農
業の良さを知ってもらい、就農する若者を増やしてい
きたいと同年代の人に声かけ等、実践しています。
　現在の耕作面積は、３０アールと小規模ですが、５
年後には１ヘクタールまで増やし、「消費者に安全・
安心な野菜の提供」ができるよう毎日、頑張っていま
す。経営理念は、『すべてにキレイな農業!!』です。収穫最盛期のナス畑で抱負を語る大畠さん

～新規就農者の紹介～
頑張ります！！　

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

渋川市
農業委員会長
山本彰一郎

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
さ
れ
、
、

農
地
利
用
の
最
適
化
（
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
等

の
本
格
的
な
推
進
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
農
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
農
地

の
荒
廃
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る

法
等
の
改
正
に
よ
り
農
業
委
員
会
は
、

①
農
地
の
保
有
及
び
利
用
の
状
況
、
農

地
の
所
有
者
の
農
業
上
の
利
用
の
意
向

等
の
情
報
提
供
②
農
業
者
等
に
よ
る
協

議(

＝
地
域
の
話
合
い)

へ
の
参
加
が
明

文
化
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
を
借
り
た
い

人
、
農
地
を
貸
し
た
い
人
と
の
架
け
橋

に
な
り
、
「
地
域
の
農
地
は
地
域
で
守

る
。
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
か
け

が
え
の
な
い
農
地
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
も
本
年
も
様
々
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈

念
し
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

消費者に安全・安心な野菜の提供 
「ナス・ズッキーニ・ブロッコリー・     

下仁田ネギ」
大畠 将輝さん（赤城町長井小川田）

アイメック農法による「トマト栽培」
 向井 伸二さん（渋川市金井）            

            
「これだ!!」と一言。自身が初めての収穫し

たトマトの美味しさに喜びを感じたと笑顔で語って
くれた向井さん。
　非農家であった向井さんが就農したきっかけは、
幼い時からトマトが好物であったこととテレビで観
た農園隊によるアイメック農法というものでした。
　その後、島根県出雲市にある農園隊で２１８日間
の実習・研修を受け、営農地である赤城町樽地内の
農家の宅地を購入してハウス(３８０㎡)を建設、ト
マト栽培を開始しました。就農後も農園隊のフォ
ローを受けながら日々、トマト作りに励んでいます。　　　　　
  今後目指すものは、営農規模の拡大とこの珍しい

　
農法で栽培された糖度の高いトマトの美味しさ
を広めていくことだと語ってくれました。　　　　　　
(主な栽培作物　中玉トマト)

丹精込めたトマトの魅力を語る向井さん
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 ～焼・煮・漬～「ズッキーニ栽培」
赤城橘野菜部 部会長 萩原 教征さん（北橘町真壁）
　豊かな自然に恵まれ、あらゆる農作物栽培ができる
北橘地域で「何か名物となる野菜はないものか。」と
赤城橘野菜部員で検討し、平成２８年に地域担い手で
野菜部ズッキーニ分科会を立ち上げ、平成３０年には、
総作付面積３.３ヘクタール、１０４トンの出荷量に
まで規模が拡大した。今年、更に０.７ヘクタール栽
培規模の拡大を図った。栽培は夏季は露地、他の季節
は施設で栽培している。一番の苦労は、早朝の限られ
た時間しか開花していない雌しべの交配作業。
　一花一花、手作業で行なう。現在、
２２名の仲間と栽培に汗を流している。
「俺の顔写真より、焼・煮・漬、おい
しいズッキーニを撮っていけ。」萩原
部会長の言葉に栽培に対する自信と
ズッキーニへの愛情が感じられた。

～生産者の紹介～
がんばっています！　

令
和
元
年
度　

農
地
等
利
用
最
適
化
推
進

に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

　

令
和
元
年
10
月
16

日
、
市
長
に

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
意
見

書
の
要
点
を
以
下
に
掲
載
し
ま
す
。

１　

農
産
物
の
価
格
の
安
定
、
農

業
所
得
の
確
保
に
つ
い
て

　

農
産
物
の
価
格
保
証
に
つ
い
て
、

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
と
生
産
性

向
上
の
た
め
、
土
地
改
良
事
業
施

工
済
み
地
域
に
対
す
る
再
整
備
を

要
望
し
ま
す
。

２　

担
い
手
育
成
に
つ
い
て

　

農
業
の
す
ば
ら
し
さ
、
楽
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
場
を
設
け
る
な

ど
、
若
い
人
達
に
農
業
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
の
推
進

を
お
願
い
し
ま
す
。

３　

女
性
の
農
業
社
会
へ
の
参
画

の
推
進

　

女
性
が
今
以
上
に
農
業
者
と
し

て
社
会
参
画
で
き
る
よ
う
家
族
経

営
協
定
を
推
奨
し
、
農
業
施
策
の

中
に
位
置
づ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
農
家
カ
フ
エ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
等
の
経
営
な
ど
女
性
が
中
心
と

な
っ
て
農
産
物
の
生
産
、
販
売
か

ら
消
費
ま
で
取
り
組
め
る
補
助
や

指
導
制
度
の
創
設
を
お
願
い
し
ま

す
。

４　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い

て
　

畑
に
ト
ラ
ク
タ
ー
が
出
入
り
で

き
る
よ
う
道
路
整
備
等
を
行
い
、

耕
作
し
や
す
い
環
境
の
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

髙木市長（右）に意見書を　　　　　　　　　　　　　
手渡す山本会長（左）

５　

中
山
間
地
域
に
向
け
た
事
業
に

つ
い
て

　

現
在
の
様
々
な
補
助
制
度
は
、
適

用
要
件
が
厳
し
く
、
中
山
間
地
域
で

は
利
用
で
き
な
い
。
適
用
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て
国
・
県
へ
要
望
す
る
と

と
も
に
市
単
事
業
の
新
設
を
お
願
い

し
ま
す
。

６　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ

の
被
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

　

渋
川
市
鳥
獣
被
害
対
策
隊
の
活
動

の
成
果
、
活
動
に
つ
い
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
有
害
鳥
獣
撲
滅
の
た
め

ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す
る
な
ど
生
息
地

を
把
握
し
て
の
集
中
駆
除
等
を
お
願

い
し
ま
す
。

７　

事
務
局
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　

法
律
改
正
等
に
よ
り
農
地
利
用
最

適
化
事
業
に
係
る
農
業
委
員
会
業
務

が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
業
務
に
精

通
し
た
職
員
を
含
め
充
実
強
化
を
お

願
い
し
ま
す
。

担い手への農地
集積状況報告

平成29年度
平成30年

度
令和元年

度

目標集積面積 1,166 1,283 876.5

目標集積率 28.7% 31.9% 22.02%

実績集積面積 864 846 推進中

実績集積率 21.39% 21.25% 推進中

単位：ha

農業委員会では、平成２８年度に「渋川
市農業委員会農地等の利用の最適化
の推進に関する指針」を策定し、担い手
への農地集積等目標達成のための活動
を行っております。今年度、指針の見直
しを行い目標集積面積を改めました。農
地を貸したい方は地区の委員にご相談く
ださい。
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荒
廃
農
地
の
広
が
り
を
食
い
止
め
る
た
め
に
！

　
食
料
が
不
足
し
て
い
た
昭
和
の
初
期
は
、
農
業
が
大
変
重
要

視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
林
・
原
野
を
切
り
拓
き
、
そ
の
後
も
時

代
に
そ
っ
て
改
良
・
整
備
を
繰
り
返
し
、
農
業
基
盤
と
し
て
の
農

地
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　 

今
で
は
、
そ
の
大
切
な
農
地
の
荒
廃
が
目
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
、

厳
し
い
労
働
力
に
対
し
、
生
産
性
・
収
益
性
の
低
さ
か
ら
く
る
農

業
離
れ
が
原
因
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　 

し
か
し
、
今
で
も
農
地
を
し
っ
か
り
守
り
、
生
産
性
の
高
い
効

率
的
な
農
業
経
営
を
し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
将
来
、

食
の
安
全
性
の
面
か
ら
も
日
本
の
食
糧
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ

る
時
が
必
ず
来
る
と
思
い
ま
す
。

　 

農
業
委
員
会
で
は
、
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
を
目

的
と
し
た
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
活
動
」
を
し
て
お

り
ま
す
。
市
内
の
農
地
の
遊
休
農
地
の
割
合
を
令
和
５
年
ま
で

に
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
よ
う
国
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

31

年
３
月
末
現
在
、
遊
休
農
地
が
１
８
３
．
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
４
．

６
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
年
々
、
遊
休
化
し
て
い
く
農
地
が
微
増

し
て
お
り
ま
す
。 

全
国
的
に
農
地
の
最
適
化
が
停
滞
す
る
中
、

令
和
元
年
11

月
１
日
に「
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
と

し
て
農
業
者
等
に
よ
る
地
域
の
話

合
い
の
場
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

担
う
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
農
業
委
員
会
法
が
施
行
後
、

昨
年
４
月
に
改
選
と
な
り
、
２
期

目
と
な
る
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。
農
地
を
守
り

将
来
の
農
業
の
展
望
を
見
据
え
荒

廃
農
地
等
の
防
止
・
解
消
活
動
に

取
り
組
み
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す

■
無
断
転
用
は
法
令
違
反
で
す

　

農
地
に
住
宅
を
建
て
る
、
資
材
置
場
や

駐
車
場
、
太
陽
光
発
電
施
設
に
す
る
な
ど

の
農
地
転
用
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
無

許
可
で
転
用
し
た
場
合
は
、
元
に
戻
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
転

用
で
き
な
い
農
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
必
ず
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
農
地
転
用
を
申
請
す
る
前
に

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
は
、
転
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
転
用
を

希
望
す
る
場
合
は
、
農
用
地
区
域
か

ら
の
除
外
手
続
を
行
い
、
認
め
ら
れ

て
か
ら
転
用
申
請
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
農
林
課
（
㉒
２
５
９
３
）
へ
。

「転用手続の流れ」

農用地区域内

どちらか不明の場合は農林課で確認できます

農用地区域外

除外手続先は農林課
申請は毎年４月と９月です

除外手続

農地転用許可申請

申請先は農業委員会
毎月１５日締め（閉庁日を除く）

許可後、計画どおりに利用

■
一
時
転
用
や
農
地
改
良
も
申
請
を

　

農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
場
に
し

た
り
、
農
地
を
使
い
や
す
い
農
地
に

す
る
改
良
工
事
も
許
可
が
必
要
で
す
。違反転用防止啓発看板（吹屋地内）

　
未
相
続
の
ま
ま
の
農
地
が

　
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
未
相
続
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
相

続
権
者
が
増
え
て
、
登
記
に
多
大
な

時
間
と
経
費
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
早
め
に
法
務
局
で
相
続
登
記

を
し
ま
し
ょ
う
。
併
せ
て
、
農
業
委

員
会
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
利
用
権
設
定
」
で
農
地
の

　
　
貸
し
借
り
を

■
利
用
権
設
定
は
、
耕
作
を
目
的
と

し
た
農
地
の
貸
借
方
法
で
す
。
貸
借

期
間
満
了
後
は
自
動
で
農
地
が
所
有

者
に
戻
る
た
め
、
安
心
し
て
貸
し
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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家
族
経
営
協
定
で

　
　

農
家
も
働
き
方
改
革
！

　

家
族
経
営
協
定
は
、
農
家
の

家
族
み
ん
な
が
意
欲
的
に
働
け

る
よ
う
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、

働
き
や
す
い
就
業
環
境
・
条
件

等
に
つ
い
て
家
族
間
で
十
分
に

話
し
合
っ
て
取
り
決
め
る
も
の

で
す
。
今
年
度
は
５
組
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

石
坂
恵
美
さ
ん

、
豊
さ
ん(

石
原)

▽
石
坂
英
雄
さ
ん

・
絹

代
さ
ん

（
石
原)
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豊かな老後の支えに

農業者年金
年60日
以上
農業従事

国民年金
第１号
被保険者

６０歳
未満

この３つを満たせば
どなたでも加入できます！

国民年金付加保険料
月４００円

の納付も必要です。

１　国民年金に上積みする公的年金制度で、生涯受給
できます。

２　積立てた保険料とその運用益で年金額が決まる確
定拠出型です。
３　保険料は2万円～6万7千円から選べ、途中の見直し
も可能です。

４　保険料は全額社会保険料控除の対象となる税制優
遇があります。

詳しくは、ＪＡ窓口か農業委員会事務局へ

農業委員・推進委員紹介 ※(任期：平成３１年４月１日から令和４年３月３１日)

購読しませんか 全国農業新聞は農業委員会の系統
組織が発行する“農家のための農業
専門紙”です。週刊の特長を生かした
わかりやすく読み応えある記事が特
徴です。
毎週金曜日発行（郵送配達）、月700
円（送料・税込み）。申込は農業委員、
農地利用最適化推進委員まで

 〔編集後記〕

　　昨年５月１日に元号が平成から令和に改
元となり令和２年となりました。皆さん、令和
元年、どんな年でしたか。農地に関する相談
は上記の委員まで。新広報委員１０名で、は
じめての「農業委員会だより」発行です。(眞)

　　　　　(敬称略)

NO 　地　　区 　　　氏　　名 NO 　地　　区 　　　氏　　名 NO 　地　　区 　　　氏　　名

1 　岸　正二 1 　齋藤　光男 22 　狩野　邦久

2 　青木　明雄 2 　設樂　秀夫 23 　永井　重雄

3 　大島　アサ子 3 　都丸　政義 24 　茂木　幸雄

4 4 　狩野　武 25 　狩野　幸市

5 　伊 香 保 　眞下　謹司 5 　木村　克己 26 　石田　初男

6   小 野 上 　野村　隆 6 　鈴木　孝明 27 　須田　清

7 　斉藤　美保 7 　登坂　勇 28 　内山　光司

8   子　　持 　飯塚　敬子 8 29 　生方　德時

9 　山本　彰一郎 9 　侭田　英昭 30 　新井　健二

10 　角田　壽一 10 　伊 香 保 　田中　修之 31 　南雲　昇三

11 　須田　和敏 11   吉沢　良一 32 　角田　正規

12 　髙井　眞佐実 12 　佐藤　繁巳　 33 　鳥山　正章

13 　新井　正喜 13 　八高　範夫 34 　永井　五平

14 　鳥山　孝子 14 　生方　通展 35 　津久井　利章

15 　齊藤　由香 15 　千明　幸雄 36 　青木　歳行

16 　星野　安久 16 　阿部　正雄 37 　今井　銀造

17 　北　　橘 　下田　三德 17 　津久井　一美 38 　爲谷　賢司

18 　石田　玉枝 18 　阿久津　孝雄 39 　楯　喜久男

19 　　　 ※ 　廣瀬　淳 19 　小野　丈夫 40 　奈良　嘉祐

※農業委員会の所掌に属する事項に 20 　飯塚　源一 41 　髙梨　兼秀

　 利害関係を有しない委員(中立委員) 21 　赤　　城　 　岩﨑　雅信 42 　髙橋　正次

　　　　　　　農業委員　　　　(敬称略) 　　　　　　　　農地利用最適化推進委員

　渋　　川

　赤　　城

　小 野 上

　渋　　川

　赤　　城

　子　　持

　北　　橘


